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Abstract
Today,computer literacy is required for all students regardless of、vhat they have majore
in  This is being to be a basic subject such as mathematics, languages and so on  ln this
institute,basic colllputer course started as one of the curricula of liberal art course t、1'o years
agO  This paper discusses the test results M/hich Mrere conducted to exaHline student's errors in
making computer prograns,and describes the way to improve our present educational contents
and methods
1.まえ が き
本格的な情報化時代を迎えて電子計算機教育
は一部の学科の専門教科ではなく,文系,理系
を問わず一般教育科目として必要になってきて
いる。大学のカリキュラムでも一般教育科 目の
中に計算機教育を位置づける大学が多 くなって
きており,また施行結果を見ても一般教育課程
の中に新鮮味を与え,学生の興味を引き出して
いるようである。
本学では昭和 58年度に計算機教育に関する
専門委員会が設置され,電子計算機に関する基
礎的教科を一般教育科目として開講することが
望ましいとの結論に達し,一年間の審議を経て
基礎電子計算機演習が全学科の共通科日として,
昭和59年度より開始されることになった。昭和
60年度より具体的な試行が始まったが計算機
教育の内容,方法,教育目標の設定,ハードウエ
ア等の点でいろいろ考慮すべき点がうかび上が
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り,今後の新たな展開を計る上で問題点をまと
める必要が生じ本稿を起草した。
2年間の試行ではBASIC言語 とその応用を
主体にしたが学生の適性の差による理解の度合
いのバラツキが目立った。すなわち一方で直ち
に理解し次のステップに進む学生がいるかと思
うと,一方では簡単な命令が最後まで理解でき
ない学生もいることである。
本稿ではいるいろなタイプの課題を学生に提
示し,その評価を通してどのような内容が学生
に理解され易いかまた理解され難いか, またど
うすれば理解してもらえるかを検討し, さらに
あるべき教育方法を検討した。
2.教育 内 容
一般教育課程におけるコンピュータ教育の必
要性,重要性の議論はかな リー 般化されている
にもかかわらず,現実面では何をどう教えたら
よいか講義の内容についていまだ確立されてお
らず,担当する各教員の専攻や見解に依存する
ことが多い。現在一般的にコンピュータに関す
る基礎教育で行われている講義内容としては
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